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鹿沼市シルバー
人材センターだより
鹿沼市シルバー
人材センターだより

「会員」と「仕事」はシルバーの両輪。 いきいきシルバー仲間の輪を広げよう！

↑長野県高遠町で撮影 （会員：小林光之）

１．会員数478名以上(年度末)目標の達成　　　　　　１．適正就業の推進
１．受注件数2,641件の達成　　　　　　　　　　　　1．第六次中期計画の推進
１．派遣契約就業延人員11,700人日の達成
１．契約額291,341千円(派遣契約額を含む)の達成
１．安全就業の徹底「事故撲滅」

令和6年度事業重点方針
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手
芸
班
は
、
こ
れ
ま
で
も
積
極
的
に
イ
ベ
ン
ト

等
に
出
店
し
て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
に
続
き
、
第

四
七
回
鹿
沼
木
工
団
地
祭
『
青
空
市
』
に
出
店
す

る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
！
日
時
等
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
も
、
ご
家
族
や
ご
友
人
を
お
誘
い

い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

講
習
会
で
は
、
座
っ
た
ま
ま
で
き
る
体
操
や
口

腔
体
操
も
教
わ
り
、
参
加
し
た
会
員
も
真
剣
に
取

り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
フ
レ
イ
ル
」
か
な
？
と
心
配
に
な
っ
た
ら
、
次

の
表
で
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

フ
レ
イ
ル
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク

□
６
か
月
間
で
体
重
が
２
～
３
㎏
減
っ
た

□
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

□
体
を
動
か
す
こ
と
が
減
っ
た

□
筋
力
（
握
力
）
が
低
下
し
た

□
歩
く
の
が
遅
く
な
っ
た

ひ
と
つ
で
も
あ
て
は
ま
る
人
は
、

フ
レ
イ
ル
予
防
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

　

一
月
二
十
五
日
（
木
）
に
市
保
健
福
祉
部
健
康

課
の
高
橋
主
査
を
お
招
き
し
て
、『
フ
レ
イ
ル
予
防

講
習
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
は
な
に
か
？
そ
れ
は
、加
齢
に
伴
い
、

心
身
の
活
力
が
低
下
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
心

身
の
機
能
の
衰
え
を
防
ぎ
改
善
す
る
た
め
に
は
、

次
の
四
つ
が
大
切
だ
そ
う
で
す
。

①
栄
養
（
低
栄
養
を
予
防
す
る
）

②
口
腔
機
能
（
い
つ
ま
で
も
美
味
し
く
食
べ
る
）

③
運
動
（
転
倒
し
な
い
体
を
つ
く
る
）

④�

社
会
参
加
（
外
出
や
人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切

に
す
る
）

フ
レ
イ
ル
予
防
講
習
会

手
芸
班
出
店
情
報
‼

月１回の体重記録
１日１回以上の
外出もポイント！

日
時
　
令
和
六
年
六
月
一
日
（
土
）

　
　
　
午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
四
時

　
　
　
雨
天
決
行

場
所
　
木
工
団
地
内
　
多
目
的
広
場
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け
、
十
七
名
の
会
員
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
鹿
沼
警
察
署
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
中

村
交
通
総
務
係
長
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
交

通
安
全
講
話
と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
視
聴
し
ま
し
た
。

　

講
習
の
中
で
は
、
実
際
の
事
故
の
映
像
を
見
な

が
ら
何
が
原
因
で
事
故
が
起
こ
っ
た
の
か
を
確
認

し
、
一
時
停
止
や
徐
行
な
ど
し
っ
か
り
守
る
こ
と

の
重
要
性
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
な
ど
の
ち
ょ
っ
と
し

た
油
断
が
大
き
な
事
故
を
引
き
起
こ
し
て
し
ま
う

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　

普
段
か
ら
安
全
運
転
を
心
が
け
て
い
る
と
思
い

ま
す
が
、
ご
自
分
の
運
転
を
見
直
し
、
安
全
運
転

の
更
な
る
徹
底
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

腰
が
痛
い
か
ら
と
い
っ
て
動
か
さ
な
い
と
、
余

計
に
腰
痛
が
悪
化
し
て
し
ま
う
の
で
、
き
ち
ん
と

ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
行
う
こ
と
が
大
切
だ
そ
う
で

す
。
ぜ
ひ
、
今
回
講
習
会
で
教
え
て
い
た
だ
い
た

運
動
を
自
宅
で
も
実
践
し
て
腰
痛
予
防
に
活
か
し

て
く
だ
さ
い
。

　

二
月
十
六
日
（
金
）
に
、
セ
ン
タ
ー
の
大
会
議

室
で
『
交
通
安
全
講
習
会
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
回
は
主
に
広
報
紙
配
布
業
務
の
就
業
者
や
職
群

班
な
ど
、
仕
事
で
車
を
使
用
す
る
方
々
に
呼
び
か

　

二
月
一
日
（
木
）
に
、
会
員
の
健
康
管
理
を
目

的
と
し
た
『
腰
痛
予
防
講
習
会
』
を
Ｔ
Ｋ
Ｃ
い
ち

ご
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
し
ま
し
た
。
十
四
名
の
会
員

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

前
半
は
椅
子
に
座
り
な
が
ら
で
き
る
ス
ト
レ
ッ

チ
運
動
を
行
い
、
後
半
は
マ
ッ
ト
を
使
っ
て
寝
な

が
ら
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
を
行
い
ま
し
た
。

骨
盤
の
向
き
や
目
線
な
ど
ひ
と
つ
ず
つ
確
認
し
な

が
ら
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中

に
は
普
段
し
な
い
体
勢
も
あ
り
、
苦
戦
す
る
場
面

も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
一
生
懸
命
や
っ
て
い

ま
し
た
。 腰

痛
予
防
講
習
会
開
催

交
通
安
全
講
習
会
開
催
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１
．
安
全
就
業
の
推
進

　

◇
安
全
・
適
正
就
業
基
準
、
作
業
別

　
　

安
全
就
業
基
準
の
遵
守

　

◇
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
の
実
施

　

◇
事
故
対
応
・
防
止
マ
ニ
ュ
ア
ル

　
　
（
簡
易
版
）
の
活
用

２
．
会
員
の
健
康
管
理

　

◇
健
康
診
断
の
推
進

　

◇�

体
力
測
定
の
参
加
促
進（
５
月
、６
月
、

10
月
、
11
月
の
４
回
を
予
定
）

３
．
安
全
意
識
の
普
及
啓
発

　

◇
安
全
就
業
強
化
月
間
の
設
定

４
．
安
全
管
理
教
育

　

◇
交
通
安
全
に
関
す
る
講
習
会
の
実
施

　

◇
腰
痛
予
防
講
習
会
の
実
施

◎ 就業途上（仕事の行き帰り）は交通ルールを遵守しよう。
◎ 作業前のあいさつ、注意事項の確認、無事故の呼びかけを実施しよう。
◎ 作業現場は常に整理・整頓しよう。
◎ 作業は、急がない、慌てない、無理をしないの「３ない運動」を実践しよう。
◎ 健康状態の把握、健康診断は忘れずに必ず受診しよう。

《事故防止のための重点事項》

《令和５年度事故状況報告》（令和６年２月末日現在）

令
和
６
年
度
事
業
計
画

安
全
・
適
正
就
業
委
員
会

事故の概要

5月

帰宅するために駐車場へ向かっていたところ、階段で転倒。右手首・肘を打撲した。

集草作業中に座り込み、頭が痛いと言って後ろに倒れた。意識が朦朧としてきたため、
救急搬送される。熱中症と診断された。

6月
草刈り作業中、虫を避けようとした際に太陽光パネルを破損させた。

脚立に乗り機械で刈り込み作業中、光ケーブルに触れ切断した。

7月

低木を刈り込み作業中、足下に設置してあったコードを切断した。

工場内で軽作業中、室内が暑く体調に異変を感じたので休みながら作業するも、意識
を失ったため、救急搬送される。熱中症と診断された。

8月

イスから立ち上がったところ足場が悪く転倒。庭に落ちていた壺のかけらに手をつい
てしまい、腕を切り出血した。

屋外清掃作業後、休憩していた際に、呼びかけにも応じず意識が朦朧としてきたため、
救急搬送される。熱中症と診断された。

10月 足元の角材につまずき転倒。額を切り出血した。

11月 庭木の剪定作業中、三脚から降りようとしてバランスを崩し転倒。地面に頭や体を打
ち付け、怪我をした。
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１
．
会
員
増
強
取
組
み
実
施

女
性
部
会
と
合
同
で
ヨ
ー
ク
ベ

ニ
マ
ル
店
舗
前
に
て
Ｐ
Ｒ
チ
ラ

シ
等
を
配
布

２
．
会
員
紹
介
に
よ
る
入
会
者

（
Ｒ
６
年
１
月
入
会
ま
で
）

入
会
者
合
計
・
・
・
・
・
68
名

内
、
会
員
紹
介
に
よ
る
入
会
者

	

10
名

入
会
貢
献
会
員
数
・
・
・
10
名

　

４
月
か
ら「
会
員
永
年
表
彰
制
度
」

「
活
き
活
き
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
が
始

ま
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
活
用
し
て
、
会
員
の

皆
さ
ん
が
、
シ
ル
バ
ー
に
登
録
し
て

「
楽
し
い
な
」、「
良
か
っ
た
な
」
と

感
じ
て
貰
え
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

制
度
の
概
要
に
つ
い
て
は
、
１
月

に
郵
送
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ご
不
明
な
点
な
ど
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

１
．
会
員
増
強

（
１
）
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
判
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

（
２
）�

他
専
門
部
会
と
の
連
携
に
よ

る
会
員
増
強

（
３
）�

他
団
体
の
協
力
に
よ
る
会
員

増
強

２
．
奉
仕
活
動
の
実
施

　

�

市
内
公
共
施
設
で
の
清
掃
作
業

（
除
草
含
む
）
を
実
施

３
．
会
員
研
修
の
実
施

　

�

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
研
修
会
の
実
施

（
令
和
３
年
度
入
会
者
対
象
）

４
．
正
会
員
費
の
検
討

　

�

必
要
経
費
を
参
考
に
、
適
正
な
会

費
額
を
検
討
し
て
い
く
。

１
．
就
業
会
員
の
確
保

（
１
）
体
験
就
業
の
実
施

　

★�

新
た
に
継
続
す
る
仕
事
を
希
望

す
る
場
合
や
、
新
た
に
手
抜
き

除
草
を
希
望
す
る
場
合
は
、
仕

事
の
適
正
の
判
断
材
料
と
し

て
、
無
償
に
よ
る
体
験
就
業
を

実
施
す
る
。

（
２
）
技
能
講
習
会
の
開
催

　

★�

植
木
の
剪
定
作
業
、襖
・
障
子
・

網
戸
の
張
り
替
え
作
業
、
機
械

除
草
作
業
の
班
員
養
成
等
、
連

合
会
講
習
会
を
活
用
す
る
。

（
３
）
未
就
業
会
員
対
策

　

★�

年
度
始
め
か
ら
６
ヶ
月
経
過
及

び
９
ヶ
月
経
過
時
に
、
未
就
業

で
現
況
把
握
が
な
さ
れ
て
い
な

い
会
員
に
対
し
、
現
況
把
握
を

行
う
。

総
務
部
会

業
務
部
会

令
和
６
年
度
事
業
計
画

令
和
６
年
度
事
業
計
画

１
会
員
１
名
増
員
運
動
の

継
続
的
展
開

Ｒ
５
年
度
部
会
活
動
等
報
告

新
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
！

２
．
就
業
開
拓

　

★�

会
員
自
ら
が
機
会
あ
る
ご
と
に

「
名
刺
判
チ
ラ
シ
」
等
を
活
用

し
、
１
会
員
１
開
拓
に
努
め
る

よ
う
働
き
か
け
を
行
う
。
ま
た
、

Ｐ
Ｒ
用
品
の
活
用
を
促
す
。

　

★�

企
業
向
け
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル

を
検
討
し
、
企
業
訪
問
と
並
行

し
て
就
業
開
拓
を
行
う
。

３
．
職
群
班
等
の
運
営

　

★�

定
期
的
な
班
会
議
の
開
催
を
働

き
か
け
、
マ
ナ
ー
並
び
に
職
群

ご
と
の
ト
ラ
ブ
ル
事
例
、
職
群

班
の
役
割
等
の
研
修
を
行
う
。

ま
た
、
既
存
の
職
群
グ
ル
ー
プ

の
職
群
班
へ
の
昇
格
を
検
討
す

る
。

４
．
独
自
事
業

　

★�

新
た
な
事
業
の
企
画
、
検
討
を

行
う
。

５
．
調
査
研
究
事
業

　

★�

女
性
部
会
と
連
携
し
、
イ
ベ
ン

ト
来
場
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
し
、
動
向
対
策
を
検

討
す
る
。
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１
．
女
性
会
員
増
強

（
１
）
会
員
に
よ
る
会
員
増
強

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
名
刺
判
チ
ラ

シ
な
ど
の
有
効
活
用

（
２
）�

他
専
門
部
会
と
の
連
携
に
よ

る
会
員
増
強

（
３
）
会
員
報
償
制
度
の
周
知
徹
底

２
．�

福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス

グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

（
１
）
就
業
開
拓

　

★�

会
員
の
口
コ
ミ
、
保
存
版
チ
ラ
シ

等
を
活
用
し
て
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
。

（
２
）
就
業
会
員
確
保

　

★��
福
祉
・
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
事

業
分
野
の
会
員
確
保
に
努
め
る
。

　

★�

資
格
を
有
す
る
会
員
の
確
保
に

努
め
る
。

女
性
部
会

令
和
６
年
度事

業
計
画

３
．
手
芸
グ
ル
ー
プ
の
サ
ポ
ー
ト

（
１
）�

各
グ
ル
ー
プ
の
例
会
の
日
程

を
「
ね
ん
り
ん
」
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
周
知
す
る
。

（
２
）�

手
芸
品
販
売
の
機
会
を
増
や

せ
る
よ
う
検
討
す
る
。

（
３
）�

会
員
の
特
技
を
活
か
し
た
事

業
の
立
ち
上
げ
を
支
援
す
る
。

（
４
）�

作
品
を
展
示
・
販
売
す
る
機

会
と
し
て
、
セ
ン
タ
ー
独
自

の
イ
ベ
ン
ト
を
検
討
す
る
。

４
．
研
修
会
の
開
催

　

★�

会
員
の
基
本
的
マ
ナ
ー
に
つ
い

て
は
、
セ
ン
タ
ー
の
研
修
制
度

を
活
用
す
る
。

５
．
女
性
会
員
入
会
後
の
フ
ォ
ロ
ー

（
１
）�

未
就
業
女
性
会
員
の
現
況
を

業
務
部
会
と
情
報
共
有
し
、

対
策
を
検
討
す
る
。

（
２
） �

仕
事
以
外
で
楽
し
め
る
場
を

作
り
、
退
会
抑
制
に
努
め
る
。

（
３
）�

女
性
会
員
向
け
の
講
習
会
を

企
画
し
、
検
討
す
る
。

１
．
地
域
社
会
へ
の
情
報
発
信

（
１
）
シ
ル
バ
ー
ニ
ュ
ー
ス

　

★�

年
４
回
発
行
し
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
す
る
。

（
２
）
保
存
版
チ
ラ
シ

　

★�

年
度
末
に
市
内
全
世
帯
を
対
象

に
配
布
す
る
。

（
３
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

★�

見
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目

指
し
、
セ
ン
タ
ー
の
情
報
発
信

を
強
化
す
る
。

（
４
）
入
会
説
明
会
の
ご
案
内

　

★�

鹿
沼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
て
毎

日
放
映
で
き
る
よ
う
に
努
め
る
。

２
．
会
員
へ
の
情
報
提
供 

意
識
啓
発

（
１
）
会
報
ね
ん
り
ん

　

★�

年
３
回
発
行
す
る
。（
７
、

11
、
３
月
予
定
）

（
２
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

★�

就
業
情
報
な
ど
の
会
員
向
け
情

報
を
定
期
的
に
更
新
す
る
。

広
報
部
会

令
和
６
年
度
事
業
計
画

３
．
こ
の
他
広
報
に
係
わ
る
活
動

　

★�

契
約
書
裏
面
に
（
～
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
ご
利
用
に
あ
た

っ
て
～
）
の
説
明
書
き
印
刷
を

し
、
事
業
趣
旨
等
理
解
を
働
き

か
け
る
。
又
、
請
求
書
送
付
時

に
、
添
付
用
紙
「
請
求
書
の
送

付
に
つ
い
て
」
を
利
用
し
て
就

業
開
拓
す
る
。

原稿・表紙写真大募集
　
会
員
同
士
の
紙
面
交
流

を
目
的
に
、
随
時
み
な
さ

ん
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
こ
と

で
も
構
い
ま
せ
ん
！

　
ま
た
、
表
紙
に
使
用
す

る
風
景
や
景
色
の
写
真
も

合
わ
せ
て
募
集
し
て
い
ま

す
。

　
鹿
沼
市
内
に
限
ら
ず
旅

先
の
も
の
な
ど
で
も
大
丈

夫
で
す
。
撮
り
た
め
て
眠

っ
て
い
る
も
の
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
掲
載
さ

せ
て
頂
き
た
い
で
す
。
お

気
軽
に
事
務
局
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
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私
は
、
妻
と
一
緒
に
自
宅
の
敷
地

を
活
用
し
、
家
庭
菜
園
を
始
め
て
約

二
十
年
に
な
り
ま
す
。
ま
ず
は
野
菜

作
り
の
本
を
読
む
こ
と
か
ら
始
ま

り
、
土
を
耕
し
て
肥
料
等
を
や
り
土

づ
く
り
、
そ
の
後
、
妻
が
買
っ
て
き

た
何
種
類
か
の
苗
を
植
え
、
水
や
り

や
草
取
り
を
行
い
、
い
つ
頃
収
穫
で

き
る
か
日
々
楽
し
み
に
し
て
い
ま

す
。
う
ま
く
で
き
た
時
は
、
来
年
は

今
年
以
上
の
も
の
が
で
き
る
よ
う
に

と
、
妻
と
話
し
合
い
、
何
度
も
本
を

読
ん
だ
り
、
知
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
や
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
る
時
、
地
主
の
方
か
ら
荒
地
が

あ
る
の
で
、
自
由
に
使
っ
て
く
だ
さ

い
と
言
わ
れ
、
近
所
の
方
と
一
緒
に

借
り
て
菜
園
畑
を
始
め
ま
し
た
。
荒

地
だ
っ
た
の
で
、
野
菜
を
作
れ
る
畑

に
す
る
ま
で
の
準
備
が
大
変
で
し

た
。
今
で
は
、
一
緒
に
借
り
て
い
る

方
た
ち
と
畑
で
談
笑
し
な
が
ら
、
収

穫
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

定
年
退
職
を
機
に
妻
か
ら
も
っ
と

野
菜
を
植
え
た
い
と
言
わ
れ
、
少
し

ず
つ
畑
を
広
げ
て
い
き
、
今
で
は
約

五
十
坪
く
ら
い
の
畑
を
、
農
機
具
を

使
わ
ず
、
全
て
手
作
業
で
行
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
菜
園
の
他
に
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
い
ま
す
。
実
は
、
こ

の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
が
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
入
会
し
た
き
っ
か
け

で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
中
に
出
会
っ
た

先
輩
と
の
会
話
の
中
で
シ
ル
バ
ー
を

知
り
、
入
会
し
現
在
に
至
り
ま
す
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
気
軽
に
自
分

の
体
力
に
合
わ
せ
て
や
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必

要
な
こ
と
は
、
背
筋
を
伸
ば
し
た
姿

勢
で
、
か
か
と
か
ら
着
地
し
後
ろ
足

で
地
面
を
蹴
り
だ
し
、
目
線
は
百
～

二
百
メ
ー
ト
ル
先
を
見
て
歩
く
こ
と

だ
そ
う
で
す
。

　

今
で
は
、
自
宅
を
中
心
に
五
～

二
十
㎞
の
距
離
を
複
数
定
め
て
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
ウ
ォ
ー
ク
大

会
に
参
加
し
、
仲
間
と
一
緒
に
楽
し

い
一
日
を
過
ご
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
家
庭
菜
園
、
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
、
仕
事
を
通
し
て
、
自
己

の
健
康
づ
く
り
に
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。

　

私
は
、
鹿
沼
市
北
西
部
の
西
大
芦

地
区
に
生
活
を
し
て
四
十
年
近
く
に

な
り
ま
す
。

　

現
役
で
働
い
て
い
た
頃
は
、
毎
朝

一
時
間
ほ
ど
か
け
て
宇
都
宮
の
会
社

に
通
勤
を
し
て
い
て
、
不
便
さ
を
感

じ
て
い
ま
し
た
。
忙
し
い
毎
日
で
自

分
が
住
ん
で
い
る
と
こ
ろ
の
良
さ
に

気
付
け
ず
に
い
ま
し
た
。

　

正
月
は
初
詣
で
賑
わ
う
古
峯
神

社
。
北
関
東
一
の
清
流
と
い
わ
れ
て

い
る
大
芦
川
。
四
季
折
々
に
楽
し
め

る
花
々
や
樹
々
、
そ
し
て
紅
葉
の
素

晴
ら
し
さ
。
年
齢
を
重
ね
て
い
く
う

ち
に
今
更
な
が
ら
西
大
芦
地
区
の
良

さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流
も

あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
前
ま
で
は
、
近
所

の
グ
ル
ー
プ
八
人
と
毎
年
旅
行
を

し
、
飲
み
会
な
ど
も
楽
し
ん
で
い
ま

し
た
。
昨
年
末
に
は
久
し
ぶ
り
に
飲

み
会
を
復
活
す
る
こ
と
も
で
き
ま
し

た
。

　

私
は
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
入
会
し
て
た
く
さ
ん
の
新
し
い
出

会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
現
在
は
、
機

械
除
草
班
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
夏

の
猛
暑
の
中
で
の
作
業
は
体
力
的
に

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
仲
間

と
の
休
憩
時
間
の
た
わ
い
な
い
会
話

は
、
現
役
時
代
に
は
味
わ
え
な
い
も

の
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
出
会
い
と
縁
を
大
切

に
し
て
、
健
康
に
気
を
付
け
て
、
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
仕
事
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
趣
味
を
活
か
し
て
健
康
づ
く
り
」

東
部
第
二
　
岩
渕
　
守

「
田
舎
暮
ら
し
」西

部
　
並
木
　
章
夫
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会員数
（人）

受託件数
（件）

就業人員（人） 契　約　金　額（単位：千円）
実人員 延人員 請負 派遣 合計

令和５年度
４月〜1月 492 3,377 3,802 42,650 190,070 48,960 239,030

令和４年度
４月〜1月 514 3,420 3,933 44,257 189,581 51,510 241,091

前 年 比 95.7％ 98.7％ 96.7％ 96.4％ 100.3％ 95.0% 99.1%

開催日	 ・4/16（火）　・5/14（火）　・6/20（木）　・7/17（水）
場　所	 日吉町 シルバー人材センター内会議室
時　間	 相談日…午前９時30分～
	 　�シルバー人材センターに関心のある友人・知人がいらっしゃいましたら、
	 　参加されるようお勧めください。
	 説明会…午前10時～午前11時
	 　�皆さんの困りごと（仕事・生活等）について、幅広くお受けします。

（令和５年４月〜令和６年１月）

期間
項目

5令和5令和

事
務
局
だ
よ
り

　

就
業
報
告
書
提
出
期
限
は
、
月
末
締
め
翌
月
支
払
の
た
め
の
最
終
期
限

で
す
の
で
、
仕
事
が
終
了
し
た
時
点
で
、
会
員
さ
ん
本
人
が
内
容
を
確
認

し
て
、
お
早
め
に
事
務
局
に
提
出
し
て
下
さ
い
。
万
一
提
出
が
遅
れ
た
場

合
、
指
定
の
期
日
に
配
分
金
を
振
り
込
む
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
就
業
報
告
書

提
出
期
限
・
配
分
金
振
込
日

月 就業報告書提出期限 配分金振込日 対応月

４月 ８日（月） 25日（木） ３月分

５月 13日（月） 24日（金） ４月分

６月 10日（月） 25日（火） ５月分

７月 ８日（月） 25日（木） ６月分

８月 ８日（木） 23日（金） ７月分

９月 ９日（月） 25日（水） ８月分

10月 ８日（火） 25日（金） ９月分

11月 11日（月） 25日（月） 10月分

12月 ９日（月） 25日（水） 11月分

１月 14日（火） 24日（金） 12月分

２月 10日（月） 25日（火） １月分

３月 10日（月） 25日（火） ２月分


